
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「命を守る選択を、今あらためて」 
                                        旭川市立新富小学校     

校長 工 藤  真   

早いもので４月が終わろうとしています。１年生は学校生活に少しずつ慣れ、教室には毎日元気な声が響いていま

す。２年生以上の子供たちも、新しい学年での緊張が和らぎ、それぞれの目標に向かって前向きに取り組んでいま

す。一つ学年が上がった自覚は、表情や行動の端々に確かに表れています。令和８年度の新富小学校は、よりよいス

タートを切ることができました。 

１８日の参観日・保護者懇談会には、ご多用の中ご来校いただき、誠にありがとうございました。社会の変化ととも

に、学校に求められる役割も広がっています。しかし、どのような時代にあっても、子供たちの健やかな成長を支える

のは、家庭と学校の確かな連携です。本年度も同じ方向を向きながら、教育活動を進めてまいります。 

さて、ゴールデンウィークに突入しました。外出の機会が増えるこの時期は、事故防止への意識を一層高めたい時

期でもあります。特に自転車の利用については、改めてご確認をお願いいたします。 

自転車用ヘルメットの着用は、年齢を問わず「努力義務」とされています。さらに、近年の道路交通法改正により、

自転車利用者への指導・取締りが強化され、信号無視や一時不停止、ながら運転、酒気帯び運転などの違反に対

しては、反則金制度の導入など罰則が厳格化されました。自転車も「車両」であるという原則が、より明確になってい

ます。 

しかし、私たちが最も大切にしたいのは、罰則の有無ではなく、「命を守る行動を選ぶ」という意識です。万が一の

事故の際、ヘルメットの有無が結果を大きく左右します。大人が率先して安全行動を示すことが、何よりの安全教育

につながります。 

また、歩行者信号が点滅しているときの行動や、「止まれ」の標識の意味など、基本的な交通ルールを確実に理解

しているかどうか、ぜひご家庭でも話題にしていただければと思います。「分かっているはず」ではなく、「本当に分か

っているか」を確かめることが、事故防止の第一歩です。 

先日、１年生も「わかば教室」を実施し、道路の歩き方、横断歩道の渡り方をご指導いただきました。学校としても、

１年間、どの子も無事に学校に通ってきてほしいと願い込めて、毎年、この時期に行っています。ご家庭でも、再度お

話しいただければと思います。 

そのほかにも、「不審者への対応」「火の取り扱い」「水の事故防止」「生活リズムの維持」など、連休中は生活環

境が変化しやすい時期です。安全は学校だけで守れるものではありません。家庭と学校が共に意識を高めることで、

初めて確かなものになります。 

５月は運動会に向けた準備や練習が始まります。安心・安全を土台に、子供たちが思い切り力を発揮できる環境

を整えてまいります。ゴールデンウィーク明け、元気いっぱいの新富っ子に会えることを楽しみにしております。 

令和８年度も引き続き、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。 
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旭川市立新富小学校 教育目標『自ら学ぶ 心豊かで たくましい子どもの育成』 



新富っ子の健全な育成を目指し、保護者、地域
の皆様に信頼される教育活動を全教職員がチーム
となって行ってまいります。よろしくお願いいたしま
す。

西 村 卓 也事務職員駒 形 美 幸５年１組担任工 藤 真校 長

福 島 健 一外国語専科(兼務)千 葉 茂５年２組担任花 本 明 典教 頭

山 口 雅 司栄養教諭(兼務)林 美 香６年１組担任木 村 文 香主 幹

佐々木 佑 一用務員広 瀬 和 哉６年２組担任福 原 健 志教務兼つばさフリー

野呂田 義 幸用務員髙 橋 朋 之つばさ１組平 野 奈那子１年１組担任

植 松 由 佳用務員松 倉 真奈美つばさ２組亀 井 祐 介１年２組担任

小 寺 英理香学校司書矢 吹 佳奈子あおぞら１組山 岸 俊 樹２年１組担任

村 上 忍特別支援補助指導員佐 藤 陽 子あおぞら２組福 士 真 理２年２組担任

白 幡 典 子SSS吉 田 典 弘あおぞら３組長 田 夢３年１組担任

山 崎 陽 子給食調理指導員髙 島 美 穂特別支援Ｃ長谷川 静 子３年２組担任

加 藤 由 香給食調理指導員赤 澤 知 伸特支フリー佐藤陽子(兼務)４年１組担任

五十嵐 有 子給食調理員佐々木 佑 太理科専科橋 本 拓 志４年２組担任

佐 垣 さとみ給食調理員宮 田 もも子養護教諭Ｃ：コーディネーター
ＳＳＳ：スクール・サポート・スタッフ


